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2019-2020 年度 RI 会長 マーク・マローニー 

 

例会予定    ７月 ８日 休会 

          ７月１５日 休会 

 

 

VOL.５８  Ｎｏ．１ （通算Ｎｏ．2629） 

 

２０２０年７月 １日（水）  例会プログラム           

点     鐘 

君が代・ロータリーソング 

ビジター紹介 

出 席 報 告 

ＳＡＡ報 告 

諸 報 告  

幹 事 報 告 

会 長 挨 拶   北村英明会長                         最終例会後 集合写真 

幹 事 挨 拶   五木田裕一幹事 

     

                                                                                                                

２０１９－２０２０年 度    会  長  瀬 戸 隆 海       幹  事  五木田利明 

創立 １９６３年９月２５日 

≪例会場・例会日≫                        ≪事務所≫ 

〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 2790         〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 3386 

常陽銀行水海道支店内 3 階                             釜久ビル 3 階 

毎週 水曜日 12：30～13：30 �����0297-22-1251        ℡ 0297-30-0875    Fax 0297-30-0876 

                                              Email mitsu-rc@lapis.plala.or.jp 

                                                       URL http://www.mitsukaido~rc.jp/ 

水海道ロータリークラブ 
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例会報告    VOL.５７  No. ３１ (No.2628)  ６月２４日(水) 晴れ (司会 石塚克己委員長) 

  本例会での主な事項 

◎会長挨拶            ◎会長・幹事 一年間を振り返って 

                                             

 

地区大会表彰      

在籍４０年                         奉仕プロジェクト部門功労賞 

       

北村 仁会員       松坂興一会員          瀬戸隆海会員 

長寿会員   大塚令昌会員（すみません、写真ありませんでした） 

委 嘱 状 

２０２０－２０２１学年度 米山カウンセラー  斎藤広巳会員 

 

 

諸 報 告 

次年度クラブ管理委員会  斎藤広巳委員長 

会場設営にご協力の頂ける方は１１時から設営しますので、お手伝いお願いします。 

 

次年度出席委員会  松崎隆詞委員長 

皆さんの封筒の中に、次年度の例会欠席届けが入っています。宜しくお願いします。 

 

幹 事 挨 拶   五木田利明幹事 

この会場を使って例会が開催できたことは良かったと思います。長期の休会は今までなかったことと思いま

す。この休会中は考えさせられた期間でした。前年度は会計でとても大変でした。 

幹事になった今年は何とか過ごすことが出来、ありがとうございました。 

年明けは、私にとっては試練の年でした。入会当時は異業種の方の話を聞くことが出来たことはとても良か

ったんですが、年々考えるようになってしまいました。 

本日で退会となりますが、ロータリーを離れてもこれからも宜しくお願いします。 
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会 長 挨 拶  瀬戸隆海会長 

今回の例会が、私の年度の最後の例会になります。先ずもって、会員の皆様方に

御礼申し上げます。 

御承知のように今年度は、かつてない大災害と言っても過言ではない新型コロ

ナウイルス感染による世界的な感染症による被害によって、ロータリー活動はもと

より総ての社会生活が停止せざるを得ない状況になってしまいました。このような

状況の中で、ロータリーとして何ができるかという事を考えた時、根本は制限され

た社会生活の中で、クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕と

言われるロータリーの五大奉仕を遂行するかであります。 

このような状況を引き起こした原因は、何年かすればすべて解き明かされること

と思いますが、まずは感染症が最初に発見された時の初動ミスと言っても良いのではないかと思います。

ややもすれば、一歩間違えば世界的紛争になりかねない状況です。 

国際ロータリーは、いち早く総てのロータリー活動を地区ガバナー、クラブ会長の判断に委ねるという指

示を、RI 会長のメッセージとして発信いたしました。我々のクラブも、理事会の決議によって定款細則の解

釈を大きく解釈し、三か月半に及ぶ例会開催を休止いたしました。 

３月例会休止という状況に至るにあたって、北村パスト、松坂会員の御助言をいただいたことは、大きな

後押しになりました。定款によれば、例会開催について定款第 8 条（Ｃ）において、流行病においての休会

についての対処が明記されていました。政府よりの集会等の開催の自粛要請を受けて、急遽臨時理事会

を開催し、２月２８日に例会休止等のクラブとしての対応の決議を発表させていただきました。クラブの対応

が決まった後に横山ガバナー補佐より、当クラブが理事会決議した内容の指示がありました。それよりかな

り遅れて、ガバナー事務所より同じような指示がありました。私は、水海道クラブの判断は間違っていなかっ

た事に自身を持ちました。しかし、数年前の大洪水の時でさえ休止しなかった例会を、この度の３ヶ月半に

わたって休止せざるを得ない状況になるとは、思ってもいませんでした。 

例会休止の期間中においては、北村、松坂両会員のアドバイスによって、毎週例会日に私からのメッセ

ージを発信させていただきました。例会は休止しても、水海道ロータリークラブの存在をアピールすることで

あります。そして、ロータリーの状況を発信し、会員に対して少しでも、心にロータリーを刻んでほしかったの

であります。最初は、Ａ４一枚程度で済ませていましたが、たまに会う会員からの反響、または電話による激

励などをいただき、意外に皆さん読んでくれているのだと自覚し、途中から気合を入れなおして書くようにし

ました。 

中国・武漢から発生した新型コロナウイルス感染が、全世界に猛威を振るい、感染者が９００万、死者が５

０万近くにも及ぶとは、その時は考えもしませんでした。 

この新型コロナウイルス感染防止の最大の手段は、三つの密を避けることであります。つまり人との接触

の中で、密室、密接、密集を避けることであります。一言で言ってしまえば、ソーシャルディスタンス(社会

的距離の確保、人的接触距離の確保 )を図る事であります。その距離は、2ｍから 3ｍと言われておりま

す。 

各国の政府は、ロックダウンといって社会生活から総ての人々の関係を遮断するために、家から外出す

ることを禁止致しました。そのことによって感染拡大は、徐々に収まってきました。しかし、世界中の感染者

は 6 月 15 日現在において感染者数は 7,553,182 人、死亡者数は 423,349 人と膨大な数になっており、現

在においても数は増えております。しかしながら、幸いに日本は、最低限の社会的活動は続けながらも、世

界的大規模な状況は免れることができました。日本に滞在していた外国人は、当初日本の感染防止対策

の状況をみて、「OH ＭＹ ＧＯＤ ‼」と叫んで、日本を逃げるように立ち去っていきました。世界中の人々

から見れば、甘々の日本人に対して、驚きを隠せません。 
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これから、徐々に普段の生活を取り戻しながら、そして、間もなく来るであろう第二次感染防止の為に、一

歩一歩進んでいければと思います。 

さて、この一年を振り返りますと、「一歩前に！」とスローガンを掲げ、スタートさせていただきました。５６

年の歴史を刻んできた水海道ロータリーを汚すことの無いようにとの思いで、日一日と過ごしてきました。計

画されていた奉仕活動を、各委員長のリーダーシップの下に各会員のご協力をいただき、遂行することが

できました。 

今年度は、2015 年 9 月起こった大洪水の復興事業の集大成という事で、取手競輪選手会とのコラボで

鬼怒川堤防に作られたサイクリングロード完成イベントを開催させていただきました。この事業は、ＲＩが推し

進めるロータリーデーとして、クラブ全体の事業として執り行われました。当日は、台風の影響もあり、あい

にくの強風の日でありました。しかしながら、大勢のサイクリストの参加で、サイクリングロードや市中を、風を

切るように自転車を走らせていました。併せて、ポリオ撲滅キャンペーンも行われました。 

地区補助金を使って、今回はつくばみらい市の青少年サッカー試合にさらなる発展のために、事業を執

り行いました。水海道ロータリークラブとしては、二年目の事業になります。小学生の各サッカークラブチー

ムが参加し、つくばみらい市の中学生のサッカー部員が試合審判を行うという、青少年が共に試合を行っ

ています。更には地元からは、プロサッカー選手も輩出しております。ここから、未来の世界に羽ばたくサッ

カー選手を育成できることを、夢見たいです。 

グランドゴルフにつきましては、常総市とつくばみらい市の二大会を１０数年という長い期間をかけて行わ

れてきました。しかしながら、今回のコロナウイルス感染の影響もあり、今年度の大会をもって打ち切りとさせ

ていただきました。 

我々にとっても、継続事業を一体どこまで続けるかというケジメの件もあり、良い機会ではなかったでしょ

うか。諸団体と事業を執り行う時の覚書を取り交わすという習慣を身に着けるといったことを、考えさせられ

た事業でした。つくばみらい市の少年サッカー大会については、毎年、覚書を取り交わしている事を、ご報

告いたします。 

ロータリー情報委員会によるロータリー研修を、三回にわたって北村仁会員、松坂興一会員、鈴木邦彦

会員の指導によって実施されました。昨今、新入会員の増加に伴い、忘れつつあったロータリーの歴史、

神髄をこの場で再確認と継承という意味において、とても良かったと考えています。 

青少年の国際交流においては、長年において実施されているツウンバロータリークラブとの交換事業

が、インバウント、アウトバウンド共に実施されました。特にインバウドについては、久しぶりの来日でした。

昨年、二度にわたってツウンバロータリークラブ会員の来日で、当クラブ会員と交流した成果もあったので

はないでしょうか、とても熱心に現地においても歓迎してくださいました。 

さて、今年度後半においては、新型コロナウイルス感染拡大によって、三月から活動停止を余儀なくされ

てしまいました。よって、観劇会、親睦ゴルフも中止になり、地区においては、地区大会、地区協議会、その

他次年度に関わる全ての研修が中止となりました。 

当クラブにおいても、何か地元に対して奉仕活動ができないかという事で、クラブ会員の賛同を得、クラ

ブ活動停止によって生まれた一般会計の余剰金、奉仕活動会計を合わせて、三つの奉仕事業をさせてい

ただきました。本来一般会計とはクラブ運営の会計という事で、奉仕活動には流用されないということになっ

ておりますが、例会食事代、親睦活動費、各研修会登録料などかなりの余剰金が発生するという事で、余

剰金使途について検討されました。 

二つの余剰金の使途について決められたことは、 

➀常総市に対して、次亜塩素酸水生成器の寄贈及び配給事業。 

②つくばみらい市に対して、消毒用アルコール 500 ㏄ボトル 1,000 本並びにフェイスシールド 2,000 枚

の寄贈。 
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③「未来チケット常総」の運営費として支援 

④クラブの基金として 

と、させていただきました。 

 最後に、この新型コロナウイルス感染によって、総ての活動のあり方

に変化が余儀なくされていることは事実であります。人が大勢集まる

事が、感染拡大の原因とされているからであります。先日、2820 地区

Ｅクラブの例会に参加させていただきました。御承知のように、インタ

ーネットによって行われる例会であります。勿論、自宅に限らずいつでもどこでも、インターネット環境さえあ

れば参加できます。スマートフォンでも参加できます。今回は、ＬＩＮＥを使用して行われました。他にも、た

くさんのアプリがありますが、ＬＩＮＥが一番手ごろなんでしょうか。 

 17 日に、ほぼ 3 か月半ぶりに例会を再開しました。出欠をとったところ、40 名を超える会員からのご返事

がありました。例会当日は、開会 1 時間半前には、会員が集まり始めました。久しぶりの再会に、何か会員

のみんなの顔に安堵の表情がありました。 

 これからの例会の在り方として、顔を実際に会わせる方法とインターネットを活用した方法と、二種類の手

段を上手に活用して運用されたらと考えます。ロータリー例会は、会議ではなく情報交換と親睦活動である

と思うのであります。会議であればインターネッでも良いのでしょうが、お互いの個々の会話によって、和が

あると思います。 

 次年度においては、そのような手段を活用し、変わっていくロータリーを支えていただければと思います。 

 最後に、今回の出来事が引き金になってしまったのか、鈴木邦彦会員、長塚暁会員、草間春正会員、福

田克比古会員、吉川和宏会員、五木田利明会員の退会者が出たことについては、私の力が及ばなかった

と、深く反省するところであります。 

 

福田克比古会員挨拶 

本日をもって退会することとなりました。平成１２年１１月に入会してあと少しで２０

年というところでしたが、色々と勉強させていただきました。 

今までは神主という目で世間を見ていましたが、ロータリーに入会してからは私の

考え方も変わってきました。これからも世の中のために頑張って下さい。 

 

 

出 席 報 告   青木英男委員長 

会員総数 出席者数 欠席者数 出席免除 メーク 出 席 率 

５７名 ４６名 ８名 ３名 ０名 ８５．１９％ 

 

ニコニコボックス   齋藤政博委員長             入金額  154,000 円   累計  1,813,000 円 

一年間ありがとうございました。   瀬戸会員 

一年間お世話になりました。   五木田（利）会員 

瀬戸年度、無事（？）完結。お疲れ様でした。次年度も宜しくお願いします。  北村（英）会員 

本年１年間、大変お世話になりました。来年度（と言っても来月ですが）も宜しくお願い申し上げます。 

五木田（裕）会員 

一年間ご苦労様でした。大変な一年間でした。  北村（仁）会員 

一年間大変お世話になりました。後期の大半は休会となってしまいましたが、瀬戸会長の毎週のコメントは

素晴らしく印象に残る１年でした。   松坂会員 
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１年間お疲れ様でした。  田上・大澤   各会員 

コロナ禍の大変な１年、会長・幹事のお二人ご苦労様でした。  白井会員 

皆様コロナ感染に努力していますか？   大塚会員 

会長ご苦労様でした。  鈴木（茂）会員 

今年度も、記憶に残る瀬戸、五木田年度になりました。皆さんも何か消化不良のような物足りなさを感じるの

ではないでしょうか？コロナが全てですかね～瀬戸会長・五木田幹事１年間お疲れ様でした。 

青木（正）会員 

瀬戸会長、五木田幹事１年間ご苦労様でした。例会休みの間の会長あいさつ楽しく読ませていただきまし

た。   斎藤（広）会員 

会長・幹事様ご苦労様でした。そして一年間お世話になりました。  島田会員 

一年間お世話になりました。  染谷（正）・小島   各会員 

瀬戸会長、五木田利明幹事一年間お疲れ様でした。またプログラム委員会にご協力ありがとうございまし

た。   石塚（克）会員 

瀬戸会長、五木田幹事１年間ご苦労様でした。   染谷（秀）会員 

大変な１年でした。お世話になりました。  松崎会員 

大変な年度でしたが、一年間会長・幹事お疲れ様でした。  武藤会員 

瀬戸会長・五木田幹事一年間お疲れ様でした。ありがとうございました。  石塚（利）会員 

後半は大変なことになりましたが、１年間お世話になりました。   倉持会員 

１年間ご苦労様でした。  熊谷会員 

一年間お世話になりました。ありがとうございました。  大堀会員 

大変な一年でしたが、年度終了会長・幹事お疲れ様でした。  古矢会員 

大変な１年間でした。ありがとうございました。  鈴木（勝）会員 

瀬戸会長、五木田幹事約３カ月はコロナでしたが、大変お疲れ様でした。また、次年度北村様、五木田裕

一様宜しくお願い致します。  石井会員 

会長・幹事お疲れ様でした。  雨谷会員 

瀬戸会長・五木田幹事、大変なときに１年間お疲れ様でした。  荒井会員 

一年間ありがとうございました。  河合会員 

瀬戸会長・五木田幹事、大変お疲れ様でした。  桑名会員 

新型コロナで大変な年でした。会長・幹事ご苦労様でした。  淀名和会員 

瀬戸会長・五木田幹事一年間お疲れ様でした。  山﨑（哲）会員 

一年間お世話になりました。  内村会員 

瀬戸会長・五木田幹事、一年間お世話になりました。  和久事務局 

本日を以って退会させて頂きます。長い間いろいろとお世話になりました。  福田会員 

早退します。   山中会員 

 

会報委員会  福田克比古委員長  染谷正美副委員長  板垣吉郎委員 


